
昭和 27年 7月 18日吉野地震概報

観測結果 地震課調査係普

昭和27年(1952)7月18日午前01時10分ごろく日本標準時〉吉野地方に起った地震は，近畿，中

国，四国，中部地方の全般から関東，東北，九州地方の一郎にわたって相当の地震動を感じた。震

央は 34026.9'N，135048.γEで，深さは約70kmであった。とれは吉野川流域く紀ノ川上流)，奈

良盆地の南端にあたる。

との地震による被害は国家地方警察本部の調べによれば第3表のごとくで，死者9，負傷者139，

住家全壊20，用半壊 26，一部破損278，そのほか白畑，道路，鉄軌道，橋梁などに多少の損害をと

うむり，その範囲は奈良，京都，大阪，滋賀，兵庫の各府県から和歌山，三重， I岐阜，愛知，石川

の各県に及んで・いる。

u. S.，C.G. S.の報告によれば， Magnitude 7 CPasadena)でい第2図の震度曲線から戸j角博

.士の方法によって算定すると Mキ7.2で昭和23年 6月の幅井地震くM=7)と同程度と考之られ

るo 被害が稲井地震に比較して著レくはないが広範聞にわたったととは，震源が割合に深かったた

めであろう D

な沿，との地震の余震は 7月18日01時59分及び07時42分， 7月19日17時05分 8月9日21時41

分(小区域地震)の 4回のみであった。

過去に沿けるとの附近の被害地震は有史以来数回数えられる O 近くは安政元年(西挺1845年) 6 

月15日伊賀・伊勢・大手IJ・近江，明治32年(西Hぎn899年) 3月7日紀伊・大和，昭和Jl1年く西腰19、、

36年) 2月21日河内・大和 (M=6.6，34031/N， 135041'E，深さ約 10km.)など，いずれも極浅

発地震と考えられる O

今回の吉野地震について全国の気象官署で観測した震度長よび地震計観測の結果を第 1表と第2

表に示ず。

な沿，地震記象沿よび、被害写真を参考として載せた。特に写真は朝日新聞，毎日新聞社の好意に

よるものであるo

第 1表震度表

V; C彦根〉堅固，多羅尾，仁和歌山〉岩出， (神戸〉富島，竜野，

¥7I; 橿原，京都，大阪，津，尾鷲，神戸，亀山，洲本，彦根，和歌山，姫路，岐阜，名古屋，豊岡，

幅井，岡山，鳥取，

(橿原〉川上，前鬼，榛原，上市， 1同川，五候，イ津川， C京都〉木津，比叡山，亀岡，河守，

(彦根〉大津，7K口，今津，北小松， く和歌山〉御坊，八幡，東野上，回殴， C神戸)!.戸谷，志

普岩井保彦，黒沼新一，浜松昔癒，村井五郎
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筑，高砂，上郡，神出，柏原，三回，明石， (徳島〉掠泊，鳴門，市場(高松〉津田，大角鼻，

(岡山〉西大寺，長島，豊野，下白苦!;，行方，周1m:， (広島〉晴山， (津〉上野，山田，四日市，

白子，一之瀬，木ノ本，大杉谷，長島， (岐阜〉馬瀬，首根，今尾，揖斐， く名古屋〉豊橋，岡

崎，高旦(暗井〉中名目，河野，武生，小浜， (金沢〉九谷(長野〉読書.

ill; 潮岬，舞鶴，網代，敦賀，高松，浜松，室戸PI甲，飯田，松江，高知，高山，米子，金沢，富山v

長津日，三島，甲府，御前崎，舵津，清水j 大島，輪島，長野，

(橿原〉寺垣内，荒神岳，曾爾，大台原山，河合， (京都〉園部，周山，綾部，宮津，峯山，稿

知山，経ケ阿(彦根〉政所，竹生島，木ノ本，市場，瀬田)1/，・(和歌山〉三里，新宮，竜神，

栗栖川， c大阪〉岸和田，東郷，天王， c津〉鳥羽，浜島，桑名，松阪，菰野，阿下喜，川添，II.

郷，粥見，萩原，吉津，名張， (岐阜〉東横山，土岐津，夏既，竹原，樽見，川上，大井，気良，

岩村，下麻生，黒川，付知，八幡，春日， (名古屋〉豊根，坂下，亀崎，内海，犬山，布袋，西

尾，稲橋，下回，瀬戸，安城，横須賀，挙母，津島(徳島〉穴喰，鬼寵野，川井， (高松〉与

島，滝宮，端岡，男木島，大野，豊浜(松山〉瀬戸崎，菊間， • (岡山〉牛窓，矢掛，倉敷，宇

治，塀和，新見，北木島，千屋，上長田，津山，奥津(広島〕戸野，松永，井原，庄原，市，

久友，上高野，廿日市， (松江〉悪曇，平田，塩治，窪田，赤名，太田，志学，八束，大東，ぐ下

関〕岩国(稿井〉大河内，上池田，勝山，石徹白，中島，高浜，熊川，十村， .愛発， 仁金沢〉

大聖寺，新保，白峯，女原，湯涌，~咋，七尾畏沢(富山〉伏木，女良，魚津，生地，泊，石

動，稲野，太美山，祖山，八尾，幅沢，大長谷細入，上滝，真川，北加積，白萩，小屋平， く長

野〕信濃坂，諏訪，富土見，川岸，朝日，開田稿島，壬滝，伊那，大窪，清内路，泰阜，和田，

旦開，川上，北牧，須坂，広津， く甲府〉小淵訳，穏足，鰍沢陸合，上野原，山中，貢J1/，上

万力，福地， く静岡〉三ケ日，水窪，気多，鑓玉，平田，舞坂，二俣，牧之原，興津，富士，御

股場，松崎，伊東， • (横浜〉真鶴，西生田，仙石原， ぐ東京〉町田，青ケ島，中新井(熊谷〉

本庄，三峯，、(銚子〉布佐， (仙台〉小牛田，

l[; 静岡，松山，西郷，松本，広島，迫分，宇和島，大丈島，東京，柏，

(岐阜〉神間，中津，平湯，下呂，小坂， • (名古屋〉富岡，、(福井〉朝日，大野， (金沢〉大杉，

小松，中宮，内尾，宇ノ気，向田， (長野〉軽井沢，菅平，鬼無里，安曇，豊科，翠の海，丸子，

、戸際，木祖，伊那旦，赤穂，大平， く静岡〉山香，三倉，藤枝，白糸，宇久須， (松山〉波止浜，

伊方，新立，大測し多喜浜，丹原， c岡山〉湯本，小中原，三石，く広島〉加汁，甲山，津田，八~

霊，士塚原，草津，雪合，大竹，倉橋，切串，上下，神田J大朝，瀬野， く松江〉江津， z町、屋，

広瀬、，三成，六日市， く下関〉防府，萩，徳山，須佐(犬分〉姫島， く甲府〉韮崎，三宮，黒

駒，甲斐落合，甲運，源(横浜〉青山，二ノ宮，大仰， く東京〉三宅島，氷川， 新島， く熊

谷〉栗橋，小鹿野(前橋〉五料， く水戸〉真鍋，館野， く幅島〉東館.

1 ; 松代，高岡，熊谷，大分，相川，浜田，宇都宮， 7J，戸，下関，佐賀，

(金沢〉宇出津， く長野〉上回ー池田，甑山， (静岡〉大河内(新潟〉直汀津; く松山〉西保

(広島〉御野， く松江〉出羽，市山，川本(大分〉日出，津久見，東都甲，臼杵， く鹿児島〉

岩川(横浜〉飯崎(東京〉赤塚， (銚子〉湊， c熊谷〉越谷，中津川， く前橋〉高崎，草津，

(宇都宮〉小山，喜連川，今市，鹿沼(水戸〉竜ケ崎，小瀬.
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番 初 動
観測所 相 発震時

N 1，' E ¥! z I N jE I z N .1 
'P ---s ム

号 E Z 

-jil51111ル

μ μ!分砂 km

461ll前 橋浜閏可|| 1P O110417 6 1000 3.5 +73 十 94 十 42 4~. 4 366 
47 横官同 iP 1 41. 7 1 570: 480 一| 一 + 16 十 46 + 57 38. E. 367 
48 I ~ ，$=i*[.~ ~~. ~ 1 ， ~I '-1 一 一十 77 十 70 368 
49 熊谷 iP 4334000410023001 .4.1+77 +142 + 83 G 41.O 375 

十 78 +124 9.2 386 

51 大分。 iP I 45.5 一一一 一一(十〉 + 2 2 58.2 412 
52 柏 ip 47: o 1 _1 ~J 一 一一十 8 + 30 一 54.8 409 
53 本相目 川 iP 1， 49.7 1 289 湖 1羽則6倒4い 4.8! 5.1 十 72 十 45 十 57 49.9 453 
54 宇都宮骨 iP 50.7 1200 1300 5004.59 3.83.1 、一 一 + 63 50.5 435 
55 銚 子 eP 1 53. 8 1 2541 2211-1 3.，91 3: 9 ー十 10 + 43 -' 54.8 480 

56 水T‘戸 P 54.8 3000 1600 1000 4.4 4.4 3.3 十 13 十 25 十 231 01. 8 474 
57 関. P 55.4 750 4.5 一 - 10 - 45 一 40.4 454 
58 白河 P 57.7 368 435 一 2.7 2.3 一 十 20 + 23 一 59.0 496 
59 宮 崎 iP 58.7 442 '334 280 1.8 2.5 2.6 - 75 - 30 十155 48.6 496 
60 福島 iP 59.2 228 306 一 3.9 5.3 一 一 一 一 58.8 557 

61 繭|尚 iP 59.6 531 406 389 1.8 1.5 3.2 - 6 +11 ー15 47.8 511 
62 猪苗代 iP 11 00.0 968 1160 3.2 1. 9? 十 28 + 90 一 52.3 520 
63 熊本 iP 01. 2 814 845、 844 2.6 2. 7 2.3 - 17 - 56 十 69 1 01. 5 507 
64 新潟 iP 01. 7 一 1 十 61 十 73 十218 46.2 482 
65 小名浜 iP 03.0 1100 1500 350 4.3 3.9 3.4 十 16 + 35 十 33 1 06.6 538 

66 温泉岳 iP 04.2 510 513 1.8 1.7 - 1 - 1 1 09.1 551 
67 山形 iP 09.6 218 270 3.8 4.0 一 十 40 + 42 1 16.0 586 
68 鹿児島 P 10.- 3150 1400 一 5.2 4.5 一 一 一 1 20.0 587 
69 厳原 P 10.3 440 290 4..8 2.9 一 十 2 + 4 1 12.0 601 
70 仙台 iP 11.8 370 417 456 4.2 4:2 4.4 十 69 十 59 十 83 1 02.1 623 

、

71 酒田 P 12.7 1050 1657 -12.6 5.9 一 一 1 38.5 611 
72 烏島 iP 14. ] 一 1 01. 4 609 
73 石巻 iP 18.7 200 240 -13.5 3.6 一+33 十 67 一 1 57.2 .662 
74 屋久島 iP 18.9 195 -10.8 一-74 - 63 一 1 54.0 668 
75. 71，沢 P 23.ー 790 960 -17.2 12.0 一 一 一 1 27.ー 704 

76 富江 iP 23.7 281 146 121 一 一(ー4〉7 (一〉 ぐー〉 57.7 686 
.77 秋田 iP 24.2 427 339 4.5 4.5 一十 十 33 698 
78 盛 岡 iP 31. 9 一 296 一一 5.3 ー 一 十 30 1 30.8 753 
79 宮古 iP 34.3 148 294 5.41 一 一 1 28.E 796 
80 青森 P 39.5 500 > 500 180 一一 2.0 十 21 十 31 一 1 38.ー 831 

81 八戸 iP 42.4 232 一 -i6.4 十 49 十 971 36.6 844 
82 森 iP 56. 1 347 370 2501 5.41 5.7 0.8 十 46 十 21 十 681 54.9 946 
83 寿都 iP 12 01. 7 143 128 -15.81 6.0 一寸~ 37 + 20 一 1 44.1 1002 
84 帯広 eP 16.7 333 575 一 2.4 2.2 一 一 -1 1139 
85 札幌 eP 17.6 四 国 20~15. 515. 015.5 十 271 + 17 十 281 15.6 1068 

86 釧 路 iP 21.2 一 2 00.5 1207 
87 旭 川 eP 25.4 一 113 80 
88 根 室 eP 31. 5 

』

+ 4 2 06.4 1301 
89 稚内 P 32.1 2 44.4 1317 

迫加 八丈島骨 iP 10 一 一 一一十 79 ー 37.2 ， 401 
垣加 佐賀 iP 11 00.9 13751 13501 -1 o. 61 o. 91 -1 + 75 十四 1 09.0 530 
訂正 新 潟 骨 iP 10 56.3 十208 46.~ 482 

(註〉骨印ρ観測所の初動は地震課で読み取った恒である。

Q
U
 



昭和27年 7月18日吉野地震概報一一地震課調査係

第 3 表 被 '害 l 表

(国家地方警察本部調べ〉

注v旦竺~l 大阪[京都|兵庫|奈良|滋賀!和歌山!愛知 l 三重!陣 l 石J， 'I I合計

タE 者 2 1 1 1 1 9 
， 

負 傷 者 75 20 13 6 .13 1 2 6 136 

住家全壊、 9 ‘ 5 6 20 

住家半壊 7 10 1 8 26 

住家一部破損 3 8 6 18 240 1 1 1 278 
、

非住家被害 13 24 5 7 2 1 52 

水田埋設 0.4 O~4 

土田 埋 浪 2.5 2.5 

道路破損 2 3 1 8 3 7 2 26 

橋梁一部岐損 3 1 4 

山くずれ 、日J 3 

電柱倒壊 2 10 7 1 20 

板塀倒壊 34 23 3 14 3 77 

鉄 軌 道 被 害 1 1 2 

電線切断 8 13 8 5 34 

石 燈 害事. 728 

水 道管 破損 2 円白

1 1 

備考田畑は町歩

大阪管区気象台の報告によれば，

奈良県下において石燈需の倒壊が著しく多いのは大部分奈良市春日神社のもので，昭和21年12月

の南海道地震で倒伏後仮に復旧してあったたeib，顧み方が不安定であったものと思われ，他の石燈

籍，碑石などについて調査したととろ，新しいものは全然被害なく古いものは上部の石が1ないし

数 cmずれている程度であった。

(1) 震度分布，震度曲線

第 1表を図示したものが第 1図震度分布図である。有感範囲は，東は幅島区内東舘まで・500km，

西は下関まで;.450km，南は鳥島まで、610kmに及んで・いる。震度の異常的な所も見られ，地盤の影響

が現れている所も、あるようであるが，何分にち夜半に起った地震のととなので，ととでは結論はさ

ける o

- 87ー
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Fig. 1 Distribution of seismic intensities 
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昭和27年 7月18日吉野地震概報一地震課調査係

第 1表に沿いて現在地震観測を行っている測候所の震度に基いて，震度別に震央距離の算術平均

を求めて震度と距離との関係を示す曲線を第2図に示した。計算によれば

度震

1 =417km 

図によると震度E以 Fが幅井地震より大きくなって訟り，曲線としては内陸に起ったものよりむ

とのととも深さを考慮すればうなずけるととであるo

JI = 327km， 1lI=247km， VI=100km， 

。である D

しろ海洋に起った型に近いようであるが，

P波走時曲線初動分布，(2) 

第 2表により，初動の分布を地図に記入してみると，第3図のごとくなる D と下動のない観測所

さて，等P，とれらから節線を引くと図のごとくなる Dは，水平成分を合成して方向のみ示した。

より IE確な震央を求めた。観測l値は，

全国 78か所の{直を用い，標準走時としては和達，益田の表を用いて計算した結果，北へ 5.3km::!::

士は中央誤差)を得た。とれで仮震央を補正すると，

34OZ6. 9' N ::!::O. 8' 

135.80E 深さ約70kmと求まる D ととを吉野川流域の 34.40N， P，.....，s等により震央を求めると，

P波の走時曲線を作り， Geigerの方法より，仮震央として，

135048.7' E ::!::O. 6' 

となる o との新しぐ求め

た震央からの距離を計算

，/' (? 

して作ったP波の走時的

の曲線は震源時を 01h09

m50sec としたときの和

線が第 4図である D 図中

逮，益出の深さ 70kmの

走時曲線セ、ある。また，

図中の数字は，観測表中

n乃〆/
←/ I，，~へ，.，.-"

¥ 

1. 5km，東へ1.4:t: 1. 1km (ただし，

内
内
ト
オ

l
L
r
h
f
r

ハ，、
t

t

e

ぷ
吋1、

の番号である。図から，

観測値は曲線に非常ーによ

くのっているととがわか

る。

D Condensation 

o Rarefaction 
o Onhnown 

Cご

~ 

Distribution of initial motions: 

- 89ー
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昭和27年 7月18日吉野地震概報一一地震課調査係
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験震時報

阪念宝塚楳 中山寺の山門
く朝日新聞大阪本社提供〉

京都伏見区の倒壊家屋
く毎日新聞大阪本社提供〉

- 92ー
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側、:;;...~予ザ‘込~

ん~.二Pk

，/ 

MiyazakiくWiechert)

T。 V U 

N-S 3.5 120 8.3 

E~W 5.0 121 6.2 

U-D 5.6 82 8.2 
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昭和27年7月18日吉野地震概報一一橿原測候所

踏査報告 橿原浪.IJ候所長

1. 春日大社の石燈寵倒壊の状況

今回の地震で被害の最も激しかったのは，おそらく.春日大祉の石燈箆の倒壊であろう o 春日大枇

の石燈箆は約1600基あって，そのうち倒壊したのは 650基で，約3分の 1が被害をと烏むったわけ

である一

石燈箆は参遣の両側，若宮殿，位務所公よび、二月堂への道路両側にもあって非常に散在してい

るo しかも，調査したのは地震当日 (7月18日〉の午後であったのにもか

Lわらず，奈良刑務所名誉寮の少年濯が修理.にあたっていた。そのため，

調査できたのは 360基である。

その結果，南西象限へ倒壊したもーの 238基

北東象限へ倒壊したもの 99基

北西象限へ倒壊したもの 9基

南東象限へ倒壊したもの 2基

不明のもの 24基

倒壊方向は非常に明りようになっているo

国 f

元来，春日大枇の石燈箆は大小間々の種類があって，大たるもの必ずしも倒れずというととな

く，安定の悪いものから倒壊したようである O さらに，春日大枇の石燈集の間隔は非常に狭く，密

集した箇所では，ーその間隔は 30cm程度である D とのため，いわゆる将棋倒し式の倒壊をしたよう

である。

2 吉野座王堂のき裂

き裂は観;音堂から塔婆堂にかけて約 40mの問 2条に生ピた(図参照)。住職の語るととろによる

》と，き裂の巾は 2cm~5cm で，深さは最深の箇所で 10cm 程度の軽微なものであった。たど塔婆

堂の南東隅が断居状に地すべりを起していて，上下暦の差約30cmで，南東隅の礎石が落下してい

たのは被害らしい様相を呈していた。き裂の方向はほど南北方向を指していた。

そのほかに，八重模敷地のたな石が 2mほど崩壊し，百度石の南にある塔石は南に傾き角の部分

が破損していた。たどじ，本塔石はもともと破損していたもので，地震で・破損の程度がはげしくな

ったものである。

村と義光会の墓石(座壬堂から 1500m北方〉については，周囲の石たなの西傾の一部が破損し

た程度である。た長，吉野駐在所管内ではほかに被害はないようである。

普青木滋一，山中稔

戸

Dnv 



験震時報

THEYOSHINO EARTHQUAKE OF JULY 18， 1952. 

Seismological Section， C. M. O. 

This earthquake was accompanied with. some casualties and moderate property damages 

in Nara， Shiga， Kyoto， Osaka， Wakayama， Mie， Gifu~ -Ai己hi--aI1d-Isnikawa -Piefecture-s-:一

pal守agesdue to this shock were as ，follows; death 9， wounded 139， demolished houses 

20， partially demolished houses 26， partially broken houses278， and other small damages 

sustained on high way， raHways， bridges and field， etc. were reported. 

The epicenter wascalculated by Geiger's Method and fixed at 34026.9' N. :!:O. 8'; 1350 

48.7' E. :!:0.6' and depth of the focus was 70 km. . The origin time was. fixed at Olh 09m 

.50s CJ. S. T.). 

Travel time curve of P wave is shown in Fig. 4. Distribution of seismic intensities 

and initial motions observed by weather stations of C. M. O. net-work are shown in .Fig. 1 

and 3. 

The magnitude of the shock determined by' Dr. Kawasumi's method was about 7.2. 
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